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7 ミリー に分Hiできろことが明らかとなった｡ こ
の反故配列の進化上の分布を調べたところ,マウ
ス.ニワトリ.ウシには存在しなかったが.ミド
リザル.ヒヒには存在した｡そこで.このKpnI
フアミl)-の出現を9!に詳しく知るため.各種の
霊長矧 こおける分布,存在様式を調べた｡
先ず,各種の霊長類より採血を行い,白血球を
デキストラン法で分離し,これにSDS-プロテ
アーゼ処理,フェノール･クロロホルム処理を加
えてDNA分離した｡収虫は10mlの血牧当たり30
-80FLgであった｡このDNAを各印の制関節系
で切断し,その切断パターンを比較した結果.原
招くワオキツネ.スローロリス.ギャラゴ)には
KpnI配列はほとんど検出できなかったが.新世
界ザ/レ(ヨザル,リスザル,ノドジロオマキ.フサ
オマキ.クモザル)ではHindIにより1.9kb.
旧世界ザJt,(ミド1)ザル.ゲラダヒヒ串の14械)
ではHindIで2.8kb,Kpnlで 1.6及び2.8
kbに切断されるファミリー が主ファミリー として
存在し.ヒトを含むXfi人砕(チンプ,シロテテナ
ガ)の王ファミリー (HindIで1.9kb.KpnI
で1.6.2.8,3.6.4.8hb)とは舛なるものであっ
た｡この結架はKpnlフTミリ-は特定のマス
ターコピー様の配列をもとにして和昭したこと.
及びマスターコピーは新世界ザル,旧世界ザル,
邦人按でそれぞれ異なることを示唆している｡現
荏,この増幅機構について更に詳しい検討をして
いる｡
課 題 15
サルに見られる成人T細胞白血病ウイルスに関
する研究
三好g3夫･吉本静夫･膝下雅敏(高知医大)
1.ニホンザルにおけるC型ウイルスの水平感染
ATLA抗体陽性ザルと陰性ザルの雌雄一対を
同居させ,ウイルスの水平感染が起こるか否かを
観察した｡その結果抗体陽性の雄ザルと同居させ
た雌ザルでは約2か月後に抗体が陽性化したが,
